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GATT が問際f（易拡大~l訓のー球として行f.t. ったパ

キスタン筋 2次5;IJ iJミJj・闘の怯討の；：己録。 CATTの岡正I・

阿は，］~）58年末から三つの寄n会を設けて1m始された。

そのうちの抑3・長n会は，主として低開発諸問の愉MIJfl

大を主題としているが，その特別報告として， n払止国

際収支の観J,!，材、らのインド白’I3次5カ年；n悶の検討結拠

をHl61年11nの｜均税会t議にff：告した。つい’C:1aJ香川会は

パキスタンのt(~ 2次 5カ年言｜・l可iをとりあげ， 1%7,if.1.1月

6～1:i 1:1 にかけて討議を行沿った。木·j＇~は，その結果を

ま止めたものて’ある。

この小Ill｝子は，二つの部分に分かれている。舵初の部

分は，会議lこ先立ちあらかじめ事務局が作成したはi出抗

料であり，生i!itil・！!lij，愉llHlt~号など，委n会の日 nりに視

点本f合わせて，同；r1恒，；の~約が行なわれている。

ついで，会議の討議結果が報告さA・I.,－ζいる。会議lま，

パキスクン代去がまず＼~l 目Ji報告を行なったのち，日開，

公:V、両首fl門の訓;f11, £!E't'1，工;!13，外問提iり~＇ ｝面前政m,
商品別の外11:I控f(}.Jl・i!!iiの各羽日について，パキスタン代

表との筑・疑応容をまじえつつ検討が加えられ，結論とし

て同計凶の設定した目標は，妥当であり，現史的である

と述べている。

なお，この報告立？と｜司様，対外貿易の観λ！ω＝らの経済

計百の検討を，エカッフェ各悶について試みた結果が，

Economic b11/lctin for Asia and /lie Far East, vol. 

XIV, no. L 1963 June fこ発表さオLていることを付記し

ておく。 （林〉

! S:erra Leone Government, Te，り仰rρIanofi 
~ economic a11d social出 vclopmentfor Sierra ! 
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シエラレオネ独立後最初の10カ年IJ日発計1iI1i。 1次佐川

I I 2 

献－ 紹 介

関投資料部

に依存している締ー済の多悌化，この移行を支えるために，

l!IT愉・泊（，｝，屯力，教事f，術~1：.などの法政随設の蛇｛~ii ・

ft本財輸入i刊』11のための愉Iii拡大，輸入代併1¥.'1製造，ソ

辿，アメリカ，°J.I！ヨ－ oッパ，日本などとのn易bl；大，税

11,IJ改本などによる内外の投資，J,;致．｜泊先に伴う行政機能

の強化：をFlflりとしているO ?.l'iiiiJHi)i戸｜主の 6カ1f主lHJだけ詳

しく作成されている。後半JU！は，成果によってWt.ii枕さ

れることに1:r;.っている。前半期の投白布｛は，術手1：.・他l}lt

iIA%，道路・橋梁11.:1%. H：力11.1%，教育rn.5%,

商工:.1~9.1%，民主7.7%，住宅，1 A%などであり，），巳1\1~

純設役抗がゴ1，常に大きいο この~l!"i!iiによって，中央統計

局，シエラレオネ中央銀行．協同組合銀行＇ ti：会続的研

究所．科学」；来：研究所，泊路研究所，公務lb¥J£点門学

校， rn1J公主i：などの金融機関，研究機関， llfHt機IY.~の設

1i"U1~ ；：·I・1i!ij されている。 (rl1村〉

; Albert 0. Hirschman, Jo"rneys towardρrog-! 
: ress; studies of cco11omicρolicy叫 akingin! 
! Latin America, New York, Twentieth Ccn-! 
l tury Funcl, 1963. 308p・！

この＝持は， Tha strategy of economic develo.ρmen/ 

(HJ部年刊）で脚光合あびたアルパート・0・ハーシ」マン

（コロンピア大中間際部．情論教民）が，その創1J持1!}f..11/ iu 

American issues,・ essays and comments (l!l61年：．山 lニ

ついでm：にl!Hう問問の；！？であるowi者同様，20世紀lU日iの

余ji!jjになる一越のラテン・アメリカ研究の成果をまとめ

たもので，今聞はコロンピア，チリー，ブヲジJレの 3同

へ旅行して各国の抱える代表的な政治経済問迦．に災地l乙

挑戦し分析した経験にもとづいて舟き下ろしている。し

たがって本：；r｝の悦成は， t(Jl部にブラジルのノルデステ

（北点部のj民[J司発地域）[}l]Jm，コロンピアの土地利J!Jと土

地改1＇（，：問題，テりーのインフレ問題を扱い，それらのー

見主いに！）（なった問題の研究を通じて仰た経済政能決定

のブロ -I~ メについての試論を都 2 部で属DI! している。し

たがって木；！？は 3国の casestudy ）：して説むことも可
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能であるが，著者が3磁の研究の中に求めたものはijlな

る cosestudy ではない。いったい 1国！こおける諸問阻ー

が問題として雌起されるのはいかなる段階においてであ

るか，だれがどのようにそれや，：日旭化するのであるか，

人が一つの問！叫に取り組み一定の成功合比た場合それ令

とりまく状況はどのような助きを示し，どのような新し

い｜瑚係が成立するのであるか，輸入された思想と外悶か

らの助言はどんな役割を県たすか，ブラロル型，コロン

ピア型，チリー型，あるいはラテン・アメリ力的な型あ

るいは川泊解決の乎があるものかどうか，……というの

が木研究な始めるにあたっての説！日lであった。国家の経

済問題をとりまく人！日jの§JJ~ をダイナミックにとらえた

挑戦的な試論である。 （三宅）

j Tile development of the economic resources of i 
I Sou/hem Rhodesia with particular re/crc11cc j 
j to the role of Aρican ag riculfurc, lミcportof! 
j the Advisory Comロ1 ee:: by John Phillip正mdj 
j oLI町品， Sali$bury,1962, 38, 41:Mp. i 

iHローデシYは，首jアフリブJ共有i同についで1;1人務iも

の政治・経世f的な支配力の強いi也j或である。 HIGO～6111三

に， J.Phillips教脱， H.. J. ivl. Swynncrlon （ケニヤ・c:

アソリカ人：出来改JrHii1)iくスイナートン・プラン〉を作

成）, L. I-I. Sumucls （経抗学者〉らが続前！泊先制宜的i:u
委此に任命された。節 l部「一般報告」で， jyjローデシ

アの全般的経済的立i，作ft，天然、抗語ij（・人的資源開発．

Ull発段階，｜片Hfi資金源などの全般的問泌を報告。抑2部

「控術報告」で， I]然条件，土地利)Tl, J;1捺教育，民;'Ii

研究， t!::虚 1'ii'd訓告，かんがい， m;1力・燃料，（~~：：！促，労l此

教官，保位．など2i引f.l｛＇：こついて 1l'f:述し，第3部は， l

および2部で利用しにすntl，小委民会報告などの科鉱．

銑4部は，文献目銭，援n会が接触した｜諮問名，人名た

らびに円程常収めている。こニで勧告している 5-JJif三UH

発計画の投資m'iでl・t，出来〈大部分アフリカ人地域） 2<:i 

%，かんがい26%，道路22%，プソリガ人投手！16%，総

額3400万ポンドを予定し，出来凶係にウエイトがおかれ

ている。地図（泊伎〉，統計を山市に収録。（11『村）

! S. R. Sl!n, The strategy for agricult11ral dcvc-: 
! lopment, and other essays on economic policy; 
！αnd plamzinιBomb巧， Asia I'山. Ho出。i
I 1962, 244p. i 

本山は D山 ca大学を経て見在はインド政！日iii・fl!1j蚕H

会の Jointsecretary として経済政策立案の~峨にある

著者が，インドの経洗BHJfiJtぬlの性格とその蹴而する諮

問題について，学会，計i説委n会， i詞際機関，学術雑誌

その他に発去したi論文の到Hr.'iである。その椛成は， i/$l 

部「良栄IJHJ&J.W 2部「；n・1立1j技術J，鍔am）「尚品ILJJ阻i

と政策」に分かれているo i京地の示すとおり，；1首述のill
Jぷはイン 1，の経済即売において：｛（~な位U'tをしめる良栄

ILJJ.!IDにおかれ，とくにその低い生産性を指摘して生産，

"rljJ品および政策の共体的な分析がたされている。さら

に， ：：.，.辿な経済発決を主上命令とするインド経抗の，計

i1!1Hじの機怖と目的，計州政術，投資J占準とパターン， f而

杭政m.IJi聞と統計学il':J・経済学的応HIなXの治問題が

命じられている。インドの経済！Jil発は中j,i,1の場合との対

i七において民IJH発凶DH発の一つのケースとして）1正史的思

誌をもっているが，半：f者・はその民主的経済i1I・悶のl－＼・色と

して，混合組前方式による！＇.！，，：的純情の確立と社会主義

型社会の4行11,J, J由Ji~I 治ff1 （述邦fill］）行政機構による国

民のD日発計i国へのn主的割引を指摘し，具体的経前ifl程

での羽！治的・政策的諸l![J］凶の検討を行なっているロ

〈浜lコ〉

I Studyじonfercnceun Problem昌 ofEconomic l 
j Development, 2d, Maclrid, 1961. Methods ofj 
j industrial devclψ』JLClll，むd.hy Albert Wi凶 e-i 
j mius and John A. Pincus. Pnris, Organi:..:ation; 
j for Economiじ Coべ）perationand Development, j 
11962. 351p. (Un山rthe auspices of the Euro. i 
I pean Productivily .t¥gc叫 yof the 0. E. C. D.) J 

O.E.C.υ．のヨ－a.::y パ~tim1生成 h'IJ主mtによる経前開

発のlllJJWに！却する免1121旦l研究会議（1961年4.H 10～15日，

於マドリッ nの記録。部 11m(19601f)の「j也域開発

;n・11J.ijJにつづいて，今回のテーマは「工・Ji開発のノj法一－

kくに低l)fj発jtk.l)えにi到して，｜である凸会議はつぎの七つ

のHIJJlliに関するtfl告を中，bにサーすめらjしている。

(l)..L治的発肢のための経済的社会的基銚，（2)1刻家の総

合的な工業発展frl・闘のtlW&J--.実行，（3）低開発地域におけ

る工業振興の方法，。）小企業育成の方法，（5）国営企業の

役；1:11, (Ii）侭IHI光地域における間際的r~111J投資の~：悶，（7)

工業先民日I・闘における旅業金問！の役；＇戸 I。

在求には， この会：誕でl采羽4さ;ll.t.よ結；向と納白ト均：，ユ：ii t 
化；;1-1』J1i

．白：， ff木の供給，税：hlJ，位：.1mー者；ts 上びJ主術：('.j，社会的~

1品および労1主l虫l係， O.E.£.C./0.E.C. D.の品目出の各lJ!H

にわたって枇せられている。 （渡辺）
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: Bert E. I・Ioselitz,Wilbert E. Moore, (eds.), I 
i Indu的 ializationand socie.り； ρroceerlingsofi 
: the Chicago Conjarencc on Social lmp!icatio11s ; 
: of Jndusil'ialization and Technical Change, ; 
i Paris, Uncsco, 1963, 4許P・ 1 

1960年にシカゴで開催された「工業化・技術変革の社

会的影紳にかんする会議」に拠ILiされた報告を収録。｛l)

総和，（2）企染者と技術革新，（3）消此！？？部，投ft，付）政

府と行政，｛5）都市化，人口，家肱，（6）教Yfと通信，（7）結

論，付録の8部に区分され，各部， 2・3制ずつ合計四

報告を収録しーζいるu報告は，経怖さf：，社会学を中心と

し，政治学，教育学からも時せられている。大半が後進

地域の社会的・締罰的発展にi対辿している。以下にあげ

る諮論文がとくに別ii！深い。

B. F. 1-Ioselitz「技術変革の社会的怠誕の分析における

主要観念、J,Richard D. Lambert「後進社会におけるJti'

蒋・投資の社会的・心理的決定民間」， n.R. Apter「経

群発展の休：Ill！，過wならびに政治J,S. N. Ei同 nstadt「新

興国における新官僚1UIJ・の新HH足iJ,Philip M. Hauser「急

速な都市化の社会的・経済的・技術的部問題」ならびに

W.E. Moore「工栄化と社会変動」。付録として収めら

れたGinsGermani, Francis X. Sutton, C.N. Vakil, John 

E. Provinceの4報告は，後進諸凶内における社会科学

的研究開査の確立，ならびにその利用について論じてい

る。 〈中村〉

i E. de Vries, (eel.), Essays ou unbaltmced j 
j growth Jα centm・y of diψadty and conver-j 
jgence., s’Gravenhage, Mouton, 1962, 22ip. i 

オランダの各大学が，後巡回研究のために協力して，

ハーグに設恒した社会制技研究所のfjlJr,:J.O周年記念論文

集。この 100年IUIにおける世界各地域の不均等発展と集

中化とを共通テ r マとしている。 deVries （段栄経済学〉

「不均等発展と技術変1(,:J,L. J. Zimmerman （経祈学）

「世界所得の分配， 1860～1960年J,J. A. Ponsioen 

（社会学）「工諜化以後における社会政策の民間J,H. Th. 

Chabot （社会学〉「再興運動のー側ifliとしての統治制度，

1860～1960年.J, J. in屯Veld（法学〉「変動する世界に

おける行政」， HansDnalder （政治中）「資本主義，航氏

j也主総および低開発国：〔反］柑問主義の政治経1青学J,

C. A. 0. van Nieじwenhuijze（イスラム研究〉「中東と西

欧の接触と近代化_r,Jae. P. Thijsse （地域開発専門家〉

「総合的アプローチの持昨：或・ランダにおける大規脱水

I 14 

カ司1：栄計画」の 8師を収録。産業革命以後のi良栄・工浪

部門｜掲の不均等発展，国民所f!J.の間際的不均等発民，労

rm~1の不均衡に対応する社会政策の展開，帝問主義理論

の碍肢討，中i!i!t！の近代化など，対象， tll.角，方法は民ー

なっているが，後進悶IJrJTh；論を大ぎな視野から再検討し

たものとして興味深い。 〈中村）

j Clfford Gecrtr., (eel.), Old societies and new! 
i states; Ille quest for moderniり inAsia aud: 
j Africa, Glencoe:, Free Pre泌， 1963, 310p. ! 

このi論文~・は新興諸同の比較研究委員会（The Com. 

mittce for the Comparative Study of New Notions）の

後般によって IIIK反されたものであるo この委.i.1 会（ 1195~）

～601f.にカーネギ－nt印の裂前のもとにその活動をUil始

したもので，新興iifi同のJt’院分析を通じてその社会的・

政治的発展の，t~に摘－たわる本貨を探求し，新興話・悶を研

究するに適．した耳目論や方法で，学生本f司ti~ していくニと

をEl的としている。スタッフはあらゆる分妊の社会科学

者で，それぞれ特定地域について，集中的にフィーJレド

ワークな行なった。

対象地域は1945年以降独立した前向にかぎり，これら

の悶々の特殊性よりもむしろ，共通性の研究に主！肢をお

いている。それらは伝統や本新のllll組であり，＇.！ jl隊や法

f.lt，経済成長のH日別である。

E. Shi！昌「新9t！諸国の比較研究」， M.Marriot「新興部

同の文化政策」， D.E. Apter「新興部国における政治的

宗教J,C. Geertz 1・統合的本命一一新興国家（こおける原

始的感情と国内政治J,L. Fnllers「新興前闘における平

等性．近代性および民主主諮J,M. Rhcinstcin「アフリ

カ3行i凱こお（づ司る訟・1-ltのllDJmJ, l'vL J. Bowman, C. A. A1 l ． 

derson「Im発における救育の役；l目J」， R.Le Vine「政治

の社会化と文化変容jの8論文を収録。 （柳〉


